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1. はじめに 

 

(1) 研究の目的 

国連世界観光機関（以降は UNWTO）データによれば、2016 年の外国人来訪者数で、日

本はアジア 6 位である。外国人来訪者数上位のアジア諸国は、いずれも先進国からの富裕

層個人旅行者（以降は FIT）市場を得意としていると考えられる。この点から、本論文では、

日本が、これらアジア諸国から、観光業者として学ぶべき重要課題及び施策アイデアを明ら

かにする。 

研究対象着地アジア諸国は、発展途上段階にある国々と想定できる。 トーマス・クックを

始めとする世界観光業の誕生から発展との時代的関係もあり、日本では全体でみると経済

発展段階で当初から工業化が進展したが、それらの国々では早い時期から観光業が外貨

獲得の重要施策と認識され、政府が中心となり観光政策に注力し観光開発を行ってきてい

るように考えられる。このような各国政府政策を、経済発展段階と経済システムが異なる日

本で、どのように民間事業者の課題に展開できるかがキーと想定される。 

また、例えば日本ではビーチを中心とした大型リゾートなどが少なく、長期滞在型の旅行

商品が少ないように感じる。 これにより外国人による日本旅行滞在日数が相対的に少なく

なっているではないかと想定される。 

  

(2) 研究の背景 

次の諸点などから、日本において、観光業が今後の有望な成長産業であり、特に全国的

なインバウンド対応が重要な課題である。第 1 に、人口現況である。今後、内需が伸び続け

る見通しは立たず、国外からの旅行客という外需に依存せざるを得ない状況が訪れること

は間違いない。第 2 に、第 2 次産業の規模拡大、維持の限界が挙げられる。第 3 に、人口

の都市集中と地方創生の必要性である。日本が置かれている状況から、今後、漸増も期待

される先進国富裕層 FIT がどのような旅行志向をもつのか、また、これらの旅行者を受け入

れてきたアジア諸国がどのような点に力を入れているかを理解することは重要である。 

日本政府政策の下での DMO 設立の動きなど、欧米観光施策を習う動きがある一方で、

アジア各国から習う動きはあまり見られない。今後、さらに市場での競合が予想されるアジ



ア各国の観光施策からも習う内容があるのではないか。本論文では、これまであまり注目さ

れてこなかった日本インバウンド観光業における競争戦略上でニッチな領域に注目したい。

なお、本論文では、日本の中央・地方政府政策面での気づきは参考提言に留め、民間事業

者ないし DMO の領域の重要課題の抽出に重点を置く。 

 

(3) 研究方法 

以下の方法で研究を行った。 

① 対象発地国選定 

世界銀行（以降は世銀）データの一人当り GDP（2016 年値）で US$30,000 以上、かつ、

国連（以降は UN）データの人口規模で 5,000 万人以上（UN データ 2015 年値）を基本

条件とし、さらに多面的視点で追加削除する。 

② 研究対象着地アジア諸国選定 

選定した対象発地国からの、日本政府観光局（以降は JNTO）（JNTO の元データは

UNWTO）のアジア国別訪問者数（2015 年値）及び推移を比較し、数ヶ国選定する。なお、

地理的、歴史的に欧州に近いトルコは除く。 

③ 選定した研究対象着地アジア諸国を、国別に各国・政府観光局ウェブ情報、文献・論文

情報等で評価分析し、次いでトリップアドバイザーの口コミ（英文）を参照し検証する。 

④ 以上の内容から習うべき重要課題・施策アイデアを発掘する。  

（事業者ではなく官に必要と考えられる取組については提言としてまとめる） 

 

(4) 結果概括 （詳細は 「9. 研究結果まとめとして － 重要課題及び施策アイデア」 に記述） 

対象発地国にイギリス、フランス、ドイツ、イタリア、スペイン、アメリカ、カナダ、オーストラ

リアを選定し、研究対象着地対象国は中国、タイ、インドを選定し、研究した。 

詳細は後述するが、研究の結果、観光業者として学ぶべき、先進国（富裕層）FIT 市場に

おける重要課題を認識できた。つまり、欧米など遠方からの観光の場合には、基本的には

長期滞在、できれば長期滞在中にさまざまな経験・体験（文化遺産見学とリラックスと体験と

か）をカスタムに組み合わせたいというのが訪問者の欲求であり、研究対象 3 ヶ国でも、さま

ざまな取り組みがなされていた。日本には、訪日客の長期滞在を阻害する要因があり、また、

宿泊産業や航空産業などの観光事業者にも課題があることが明らかになった。 

◆ 長期滞在型体験ツーリズム商品のさらなる造成 

◆ 長期滞在型エコツーリズム商品のさらなる造成 

◆ メディカルツーリズムの造成 と 世界的評価獲得 

◆ さらなる海・太陽光のリゾート開発 

（上述内容の上に）さらに、対象旅行者への露出が重要と考える。 

◆ 対象発地国に対する露出手段・機会の改善 

露出にも関係するが、別途の重要な観光基盤整備課題として、通訳ガイド事業の改善も



重要と考える。 

◆ プロフェッショナル通訳ガイド事業の拡大 

その他としては次の内容が挙げられる。 

◆ ラグジュアリーホテルの世界的高評価の獲得 

◆ 航空フルサービスキャリア（以降は FSC）の既存アライアンスを乗り越えた個別提携によ

る日本線のポジション維持 

なお、演習の主旨でないので詳細検証しないが、僭越ながら官の取組として私が考えうる

提言は、次の通り。 

◆ ワールドツーリズムアライアンス（以降は WTA）の動きを注視し迅速な対応が大切と考

える。JNTO 等機関の WTA への積極的な参画も選択肢ではないだろうか。 

◆ 航空産業に対する事業環境整備も重要である。 

◆ JNTO などによる、中国のような年次テーマ設定によるマーケティングも一手である。  

◆ （上述事業者課題と絡み） ビーチリゾート及びヘルスツーリズムで特区指定はどうだろ

うか。 

 

  



2. 対象国の選定 

 

(1) 対象発地国 

世銀データの一人当り GDP（2016 年値）で US$30,000 以上、かつ、UN データの人口規模

で 5,000 万人以上（2015 年値）を基本条件とし、いくつかの別観点からの考察を加え、9 対

象国を選定した。 

欧州   ： イギリス, フランス, ドイツ, イタリア, スペイン, ロシア 

米州   ： アメリカ, カナダ 

その他 ： オーストラリア 

 対象国として、厳密に一人当り GDP US$30,000 以上、人口 5,000 万人以上を充足する国

として、イギリス, フランス, ドイツ, イタリア, アメリカ, カナダを選んだ。また、GDP、人口と

もに基準値に近接することからスペインを、欧州の一員であり欧州の中で唯一人口 1 億人

超からロシアを、また、先進国であり欧米と違う地理的位置というユニークさからオーストラ

リアも加えた。これらの国々は、UNWTO データの国際観光支出で上位ランクにある先進国・

地域とほぼ一致する。基準にした指標は表１の通りである。 

表１．対象発地国 選定の指標 

 

（出典 ： データ項目毎に異なるので表中の備考欄及び末尾引用・参考文献表に記載） 

表 2．国別の国際観光支出 

 

（出典 ： UNWTO、2017、「UNWTO Tourism Highlights 2017 Edition」より筆者が表作成） 



(2) 対象着地アジア諸国 

JNTO データの、対象発地国からアジア各国・地域別訪問者数で、韓国・中国・香港・台

湾・フィリピン・ベトナム・カンボジア・タイ・マレーシア・シンガポール・インドネシア・インドの計

12 ヶ国・地域の中から、詳細研究対象着地国に、中国・タイ・インドを選定した。 

方法は、発地対象国からの訪問者数を、日本を加えた 13 ヶ国・地域内で便宜上順位付けし

たデータにより、選定した。 

表 3. アジア諸国・地域への対象発地国訪問者数順位 

 

（出典 ： JNTO、2016、「JNTO 日本の国際観光統計 2016 年」にある訪問者数 2015 年値

より筆者が順位付けし表作成） 

なお、当表のベースとなる訪問者数データは次の通りである。  

表 4. アジア諸国・地域への対象発地国訪問者数推移 

 

（出典 ： JNTO、2016、「JNTO 日本の国際観光統計 2016 年」にある訪問者数データより

筆者が集計し表作成） 

このデータから、次の内容も観察できる。 

対象着地国・地域内順位上位国では、日本の訪問者数伸び率は顕著、中国は逆に減少

傾向、タイは政情の影響があり 2013 年以降は伸び悩み、インドは堅調に成長という状況で

ある。香港、シンガポールも同様に伸び悩みであり、日本は 2015 年で香港を、2016 年でシ

ンガポールを上回った。 これら状況から、シンガポール、香港を今回の詳細分析の対象外

とした。対象着地国・地域内順位下位国では、ベトナム、インドネシアの伸び率が比較的高く、

継続成長している。 将来的な詳細分析対象国と想定される。 



日本自体を研究対象 3 ヶ国との比較を絡め観ておく。 

欧州については、ロシアからの訪問者数を除くとタイが順位トップ、次いで中国、インドで

ある。日本は、比較的に緯度の高い国、イギリス、フランス、ドイツ、さらにはロシアからの訪

問者数で特に弱い、一方で気候の温暖なイタリア、スペインでは比較的上位にある。日本は

伸び率が大きく、順位を上げてきているが、依然としてタイ、中国の 1/4 程度、インドの 1/2

の訪問者数である。タイには欧州からのリゾート客が多く、タイに対抗していくためには、日

本における、さらなるリゾート開発ないし集客改善が必要ではないかと推察できる。中国へ

の訪問者数は逓減傾向にあり、日本の中国との訪問者数差の半数以上はロシアに起因す

るが、他の対象欧州発地国でも全般に弱い。インドへの訪問者数は停滞傾向にあり、また、

日本とインドとの訪問者数差は、インドが歴史的に関係の深いイギリスと、ロシアに起因し、

この 2 ヶ国を除くと、イタリア、スペインと同様に、フランス、ドイツでも日本がインドを上回る

のも遠くないと推察される。 

北米については、中国への訪問者数は伸びていないが、依然として日本は中国の 1/2 程

度である。一方で、日本への伸び率は高く、2013 年にタイへの訪問者数を上回り、インドを

上回るのも遠くないと推察される。 

オーストラリアについては、他の対象発地国と比べ、アジア域内訪問国が大きく異なる。

現状順位は、近隣のインドネシアを中心としたアセアン各国、次いで中国、香港である。中

国への訪問者数は減少傾向、日本へは大幅増加傾向にあり、日本は 2011 年には中国の

1/4 以下であったが、2015 年には 1/2 以上になっている。アセアンへの訪問者数は停滞傾

向にあり、タイへの訪問者数は減少傾向にある。 

 

  



3. 対象発地国の旅行志向 

当研究の主旨は、日本と研究対象 3 カ国との比較研究だが、顧客視点は最も重要である。 

当章では、顧客である対象発地国の外国旅行に対する志向、特性を、「JNTO 訪日旅行誘致

ハンドブック 2017 欧米豪 9 市場編」（編著：JNTO、発行：一般社団法人国際観光サービスセ

ンター）から、筆者が抜粋しまとめた内容を、概観しておく。 

 

(1) イギリス 

表 5. イギリスからアジア諸国・地域への訪問者数推移 

 

（出典 ： JNTO、2016、「JNTO 日本の国際観光統計 2016 年」にある訪問者数データより

筆者が表作成） 

◆ 気候・風土・歴史等が外国旅行に与える影響 

◇ 夏冬問わず気候の温暖なビーチリゾートを旅行地に選ぶ人が多い。 

アジアではビーチリゾートの多いタイの人気が依然として高い。 

◇ 一方で、標高の高い山がないため、ウィンタースポーツ、スキー旅行も盛んである。 

（イギリスの最高峰はベン・ネビス山で標高 1,344m） 

◆ 社会における志向と変化 

◇ 欧州内では肥満率が高い国であり健康ブームである。 

◆ 旅行形態 

◇ 個人旅行が主流となっている。一方で若い家族連れにオールインクルーシブ型が

（新しいものではないが）人気が出てきている。 

◇ 外国旅行平均滞在日数は 10.4 日、欧州内 8.1 日、北米 14.3 日、その他 20.8 日とな

っている。 

◇ テーマ旅行（以降は SIT）では、自分の欲求を満たすだけの質や魅力が見出せれば

料金が高くても申し込む傾向にあり、代表的な SIT はウィンタースポーツ、ガーデニ

ング、バードウォッチング、建築、サイクリング等である。 

富裕層では体験・経験を重要視する傾向にある。 

 

(2) フランス 

◆ 気候・風土・歴史等が外国旅行に与える影響 



◇ 夏のバカンスには強い太陽光を求めて南に向かう。 南フランス、スペイン、イタリア

である。 

◇ 余暇には国内で、芸術性の高いオペラ、コンサート、映画鑑賞、美術館、博物館訪

問、また、高水準のフランス料理を味わえる。 

表 6. フランスからアジア諸国・地域への訪問者数推移 

 

（出典 ： JNTO、2016、「JNTO 日本の国際観光統計 2016 年」にある訪問者数データより

筆者が表作成） 

◆ 旅行形態 

◇ 大半は家族旅行等の個人旅行、滞在型が主流である。  

なお、傾向として、バカンス先の決定で、親が子どもの意見を優先させるようになっ

てきている。 

◇ 国内テロ行為発生により、モロッコ、トルコといった地域への旅行者は減少している。 

◇ アジアでは、リゾートと文化の両方の魅力を持つ旅行地として、タイの人気が高い。 

 

(3) ドイツ 

表 7. ドイツからアジア諸国・地域への訪問者数推移 

 

（出典 ： JNTO、2016、「JNTO 日本の国際観光統計 2016 年」にある訪問者数データより

筆者が表作成） 

◆ 気候・風土・歴史等が外国旅行に与える影響 

◇ 外国旅行は、太陽、青い空と海を満喫できる気候のよい地域に滞在するのが主流

である。 

◇ 自然災害が少ないので、自然災害の多い国を恐れる傾向にある。 



◆ 社会における志向と変化 

◇ 欧州内でも肥満割合が比較的高く、健康志向である。 

◇ これと相まって、世界各国のグルメブームでもある。 

◆ 旅行形態 

◇ 休暇旅行の 35%がパッケージツアー（’15 年時点）で、 また、旅行会社で予約が

32％となっている。ツアーといっても一般周遊型よりも SIT であり、SIT のバリエーシ

ョンが増加してきている。 

◇ アジア旅行ではタイ、中国の人気が高く、タイは地中海周辺とは違うエキゾチックな

ビーチリゾート、中国は歴史遺産と手頃な値段で楽しめる美味しい料理が、人気の

背景になっている。 

 

(4) イタリア 

表 8. イタリアからアジア諸国・地域への訪問者数推移 

 

（出典 ： JNTO、2016、「JNTO 日本の国際観光統計 2016 年」にある訪問者数データより

筆者が表作成） 

◆ 気候・風土・歴史等が外国旅行に与える影響 

◇ 余暇には国内で、芸術性の高いオペラ、映画鑑賞、美術館、博物館訪問、また、高

水準のイタリア料理を味わえる。 

◇ さらに、フランスと異なり、地中海性気候で、四季の区別もはっきりしている。 

◆ 旅行形態 

◇ 微妙な国である。 FIT を好む傾向が強く、自らの関心や情熱に従って計画する「成

熟した旅行者」である。 ただ、パッケージツアーを利用する頻度は低くない。 2014

年調査でパッケージツアーを選んだ人は 36%という結果であった。 

 

(5) スペイン 

◆ 気候・風土・歴史等が外国旅行に与える影響 

◇ やはり、バカンスの合言葉は太陽とビーチだが、国内に世界的に有名なビーチリゾ

ートを保有している。 （マヨルカ, イビサ） 

◆ 社会における志向と変化 



◇ 深刻な経済危機に見舞われた 2008～2014 年を転機に志向や考え方が大きく変化、

節約志向が浸み込んでいる。 

◇ 経済回復に伴い、減少を続けていた海外旅行者数は 2015 年から回復に転じてい

る。 

◆ 旅行形態 

◇ 圧倒的に FIT が多い。（2015 年調査で 85%が FIT） 但し欧州、北中米、北アフリカを

除く外国旅行は 27%がパッケージ手配とのことである。 

表 9. スペインからアジア諸国・地域への訪問者数推移 

 

（出典 ： JNTO、2016、「JNTO 日本の国際観光統計 2016 年」にある訪問者数データより

筆者が表作成） 

 

(6) ロシア 

表 10. ロシアからアジア諸国・地域への訪問者数推移 

 

（出典 ： JNTO、2016、「JNTO 日本の国際観光統計 2016 年」にある訪問者数データより

筆者が表作成） 

※ Russia の場合、連邦観光局によると’13 年実績で全出国者数の 1/3 が観光目

的である。 

※ 上表の‘15 年の落ち込みは、クリミア半島問題による経済制裁、原油価格下落

による経済停滞の影響が大きな要因である。 

◆ 気候・風土・歴史等が外国旅行に与える影響 

◇ 天候のよい温暖な地域への旅行を好む傾向にある。 

◆ 社会における志向と変化 



◇ 健康志向からの運動ブームが起こっている。 旅行先でのスポーツとして人気があ

るのはスキー, スノーボード等ボード系ウオータースポーツである。 

◆ 旅行形態 

◇ パッケージツアーが多く販売されている。初めての旅行者はパッケージを好む傾向

にある。旅行期間中により多くの体験をしたいとの欲求が強く、短期間でより多くの

観光地や観光施設を訪れるタイプのパッケージが主流となっている。 

◇ 富裕層において医療目的での外国旅行が増加している。ヨーロッパと、アジアでは

中国などである。 

◇ 新しい旅行形態として新婚旅行が増加している。 

 

(7) アメリカ 

表 11. アメリカからアジア諸国・地域への訪問者数推移 

 

（出典 ： JNTO、2016、「JNTO 日本の国際観光統計 2016 年」にある訪問者数データより

筆者が表作成） 

◆ 気候・風土・歴史等が外国旅行に与える影響 

◇ 大自然がある。 

◇ 建国 240 年強の歴史から、アメリカにない歴史や文化を体験できる地域への憧れ

が強い。（特に気候の温暖な南部地帯のアメリカ人） 

◆ 社会における志向と変化 

◇ 健康志向である。肥満が一大社会問題となりダイエット食品・運動への関心が増大

している。 

◇ エコロジーへの関心のさらなる高まりがあり、エコツーリズムを好む。 

◆ 旅行形態 等 

◇ FIT 中心である。 自分にあった旅程を好むため、パッケージツアーの場合でも終日

団体行動は稀である。 

◇ 単なる物見遊山から一歩進んで、山歩きやロッククライミングなど、体力にあった範

囲で自然に触れることを好む傾向が出てきている。 

◇ リゾートはフロリダ、ハワイ、カリブ海が多い。 

 



(8) カナダ 

表 12. カナダからアジア諸国・地域への訪問者数推移 

 

（出典 ： JNTO、2016、「JNTO 日本の国際観光統計 2016 年」にある訪問者数データより

筆者が表作成） 

◆ 気候・風土・歴史等が外国旅行に与える影響 

国土の大半が寒冷地に属し建物内での生活を強いられることから、温暖な地域への移

動や旅行に対する欲求が高い。（アメリカへの買物を含むが国民の出国率 90％程度） 

特に冬季は避寒のためフロリダ、カリブ海を訪れる。 

◆ 社会における志向と変化 

◇ 健康食への関心が高まっている。 

◇ ベビーブーマー世代の退職により余暇活動が増大（旅行や体験型に高い関心）して

いる。 

◆ 旅行形態 

◇ 多くの移民によって構成されており、欧州等、中国も（延べ宿泊日数約 1,000 万泊, 

平均宿泊日数 21 日）も含め、出身国への里帰り旅行も多い。 

◇ 旅行形態の中心は、カップルや家族での FIT である。 

◇ 単なる観光だけでなく特定の目的意識を持った旅行者が増加傾向にある。 

サイクリング、ハイキング、ゴルフやダイビングといったスポーツ、絵画・陶芸・織物

鑑賞、グルメ等、高付加価値、特色あるテーマ旅行の開発・造成が求められる。 

 

(9) オーストラリア 

表 13. オーストラリアからアジア諸国・地域への訪問者数推移 

 



（出典 ： JNTO、2016、「JNTO 日本の国際観光統計 2016 年」にある訪問者数データより

筆者が表作成） 

◆ 気候・風土・歴史等が外国旅行に与える影響 

◇ 国土の 39％が熱帯に属しており、季節の移り変わりや自然の変化に乏しいため、

自然景観や四季の変化は魅力的に映る。 

◇ 建国してから 240 年ほどの国であり、伝統的な行事や祭事、歴史的建造物に興味

を示す傾向がある。 

◇ 余暇を楽しむ傾向があり、国内や近隣の東南アジア、太平洋諸国のリゾートで休暇

を楽しむのが人気の旅行スタイルで、特に冬は暖かさを求めてビーチリゾートが人

気を得ている。リゾート地に長期滞在する傾向を受けて、自炊できるコンドミニアム

が宿泊施設として好まれる傾向もある。 

◆ 社会における志向と変化 

◇ グルメ志向である。 

◇ 自然志向・健康志向である。 

◆ 旅行形態 

◇ FIT が主流である。（旅行会社を通じて旅行を手配する人も少なくない） 

◇ 特定の趣味や関心事に焦点を当てたテーマ旅行も一定の需要があり、異文化体験、

自然・庭園・建築鑑賞、スポーツなどの体験ツアーが組まれている。 

 

 

  



4. アジア 3 国と日本の競争力 ―比較と浮上した課題― 

（研究対象 3 ヶ国データ概観） 

 

(1) 一般的な観光指標 

表 14. 研究対象 3 カ国を中心とした経済指標及び一般的観光指標 

 

（出典 ： データ項目毎に異なるので表中の備考欄及び末尾引用・参考文献表に記載） 

この表を観察すると ； 

◆ まず、研究対象 3 ヶ国として選定したこととも一定符合するが、タイ、インドは、対象発地

国からの訪問者比率が、日本比で高い。  

表 15. 研究対象アジア 3 カ国への入国者数 

 

（出典 ： データ項目毎に異なるので表中の備考欄及び末尾引用・参考文献表に記載） 

◆ 一人当り GDP で、中国、タイが上位中所得国、インドが下位中所得国と、いづれも発展

途上段階にあり、政府主導の観光政策であることが推察できる。 

◆ ただ、中国、タイ、インドはともに比較的安価な観光が想定されるものの、入国一人当り

収入では、タイ、インドが日本を上回っており、（残念ながら的確なデータが見当たらな

いものの）平均滞在日数が長いことが推察される。 

     一般知識を加えると、次の内容も考えられる。 

◆ 国土面積の広大さから、特に中国、インドにおいて自然環境が幅広い。 

◆ （国土面積に加え）他国と地続きなこともあり、3 ヶ国とも民族性に富み、文化の多様性

があることも推察される。 

また、世界４大文明からしても、中国は黄河（・長江流域）文明、インドはインダス（・ガン

ジス）文明で知られ、悠久の歴史から、（中国では文化大革命があったものの） 文化遺

産の豊富さが容易に推察できる。 一方、タイは、有史以前の世界遺産・バーンチエン

遺跡もあるが、主要な歴史はスコータイ王朝（1238～1350 年）からであり、日本と比べて



も比較的新しい歴史である。 

◆ 欧州からの距離を考えると、一般的にローコストキャリア（以降は LCC）が運航する統一

機体は航続距離 6,000km 程度で、欧州からの直行便はシンガポール近郊（インド・タイ）

が限界であるといった面があるが、これは当研究では敢えて考慮しない。  

 

(2) 競争力総合評価 －世界経済フォーラム評価からわかることー 

国際 NPO である世界経済フォーラム（以降は WEF）のトラベル・ツーリズム国際競争力

評価より、筆者が日本と研究対象 3 ヶ国を抜粋して作成した表は次の通り、日本を上回る

評価部分に薄黄色の網掛けしている。旅行者・旅行雑誌読者等の直接的な評価ではない。 

    表 16. 研究対象アジア 3 カ国のトラベル・ツーリズム競争力総合評価 

 
（出典 ： WEF、2017、「The Travel & Tourism Competitiveness Report 2017」より筆者が表



作成） 

まず、（順にスペイン・フランス・ドイツに次いで）日本は世界 4 位であり、研究対象 3 ヶ国

に対し抜きん出ている。 この表から項目別に観察できることは ； 

◆ 「価格競争力」は、前述の経済発展度合からして当然であり、日本はこの点は乗り越え

なければならない。 （顧客価値は満足度とコストの比較であることはもちろんである。） 

◆ 「トラベル・ツーリズム政策の優先度」では、現時点のスコアでは日本が上回るものの、

推察通り、項目別には中国が「国家ブランドの検索ヒット度合」で、タイが「政策優先度

合」・「マーケテイング・ブランディング活動の効果」で日本を上回っている。 

中国が思ったより評価が高くないのは、外国人訪問者数が減少傾向にある一要因とな

っており、以前はもっと観光産業に力を入れていたのではないかとも推察される。 

インドは、この項目の評価が特に低い。 中央政府は製造業成長に力を注いでいる段

階ではないか、また、州政府の権限が比較的強く、力の入れ方に州間バラツキがある

のではないかとも推察される。 

◆ 「観光サービスインフラ」の中では、「観光インフラの質」の日本に対する評価が高くなく、

タイは日本を上回っている。 この項目はホテル、リゾート、エンターテインメント施設の

評価であり、課題がありそうである。 

なお 「メジャーレンタカー会社数」 は、日本では自動車以外の交通機関が発達してお

り、また、メジャーレンタカー会社が全て外資企業であることから止むを得ない状況とも

考えられるが、一方で、私自身もハーツ会員になっておりマイレージと類似の特典を享

受していることなどを考えると、日本のレンタカー会社がハーツ等と会員特典で提携す

るといった施策も検討に値するように考えられる。 

◆ 「自然資源」の中では日本に対する評価が低く、研究対象 3 ヶ国とも日本を上回ってい

る。 この辺りに、今後への大きな課題がありそうである。 

「世界自然資産数」で中国、インドが、「動物種数」では 3 ヶ国とも日本を上回っており、

「動物種数」は如何ともし難い。 

しかし、自分の経験からすると、アメリカの大自然の中のトレッキング等で魅力を十二分

に味わった思い出はあるが、日本は繊細な四季の自然美だけではなく、広大な北海道、

日本アルプス、小笠原や大隅（屋久島）の島々、等々がある。 これらの自然資源で、環

境破壊せず地元住民と共生する持続可能な観光開発を、さらに推進すべきではないか。 

また、タイが「自然ツーリズム検索数」・「自然資源の魅力度」で日本を上回っており、こ

の辺りに習うべき内容があるように考えられる。 

◆ 「文化資産（と商用トラベル）」の中では、「世界文化遺産数」で中国に大きく上回られて

いるものの、民族多様性等の差がある中で、日本に対する評価は高く、今後の継続的

な成長が必要と考える。 

一方、インドが資源を十分に活かしきれていないように見受けられる。 

◆ 上述以外では ； 



◇ 中国ではトイレ環境改善に号令がかかっているニュースを最近、よく耳にする。 

日本はビジネス環境」・「安全・安心」・「健康・衛生」・「人的資源と労働市場」・「ICT 

環境」・「陸海輸送インフラ」等の、いわば基盤で一定高い評価を得ており、継続的

な成長が必要と考えられる。 

例えば、ICT に関して、日本のワイアレス環境が欧米人にとっては大きな不満であ

り、大きく改善されたのはこの 10 年程度、例えばスマートフォン決済が中国では大

きく進展している。 

◇ 「航空輸送インフラ」 は、研究対象 3 ヶ国との比較では、現時点では日本が上回っ

ているが、今後が危惧される。 

デルタ航空（以降は DELTA）の大韓航空（以降は KE）との提携強化と成田便のシフ

ト、ユナイテッド航空（以降は UA）の成田経由アジア便の減便と中国直行便の増便

等、中国、韓国との東アジア・ハブ空港争いは、政府政策を含む重要課題である。 

 

(3) 都市比較 － 旅行誌読者等評価と外国人宿泊者数実績 

次に、旅行誌読者とウェブによる満足度評価結果、及び 外国人宿泊者数実績を観てお

く。  （主に）訪問経験者が評価すると推測される満足度評価結果は、イギリスの

Wanderlust、アメリカの Travel+Leisure の内容を、筆者が表にした。 

表 17. Wanderlust 「Best City」・「Best Country」ランキング 

 

（出典 ： 京都市産業観光局ウェブ、2017、「英国有力旅行雑誌 Wanderlust（ワンダーラス

ト）読者投票 Wanderlust Travel Awards 2017 ベストシティ部門で京都が１位に!!」より筆者

が表作成、2018 年 1 月 4 日アクセス） 

Wanderlust の結果では、トップの京都のみで、研究対象 3 ヶ国の都市のトップ 10 入りは

ない。 国の評価もあるが日本のみがトップ 10 入りしている。 

表 18. Travel+Leisure 「Best Cities」ランキング 

 



（出典 ： Travel+Leisure、「The 2017 World’s Best Awards – The World Top 15 Cities 及

び The Top 10 Cities in Asia」より筆者が表作成、2018 年 1 月 4 日アクセス） 

Travel+Leisure の結果では、タイのチェンマイが世界 3 位、京都が 4 位、インドのウダイ

プールが 14 位に入っている。 アジアトップ 10 もあり、3 都市のほか、タイのバンコクがアジ

ア 8 位、東京が 9 位にランクインしている。 

同種の旅行誌読者及びウェブによる満足度評価であっても、結果はかなり異なっていた。 

両評価のトップ 10 に共通して入っている都市は、京都、ベトナムのホイアン、南アフリカの

ケープタウンの 3 都市のみである。やはり、京都に対する評価が高いことがわかる。中国の

都市は、どれにもランクインしていない。タイは、日本と研究対象 3 ヶ国の中で、イギリス、フ

ランス、ドイツ、スペイン、それぞれからの訪問者数がトップだが、イギリスの Wanderlust 社

のトップ 10 には、都市も国自体もランクインしていない。タイは、やはり欧州人にとってリゾ

ートに魅力があるのではないだろうか。 

次は Euromonitor の外国人宿泊者数ランキングを観てみる。  なお 2017 年は

Euromonitor 推計値とのことである。 

表 19. 外国人宿泊者数ランキング （単位 ： 千人） 

 

 

（出典 ： Euromonitor International、2017、「Top 100 City Destinations Ranking WTM 

London 2017 Edition」より筆者が表作成） 

日本及び研究対象 3 ヶ国とも、大都市、文化都市がランクインしている。 

なお、Euromonitor によれば、2017 年推計値で、日本の伸びが小さくなっているのは（中

国人宿泊者増による）ホテル単価上昇、インドの伸びが高いのは 2014 年からの電子ビザ

導入の効果が出てきているからとのことである。 

満足度評価 及び 宿泊者数ランキングから観察できることは ； 

◆ 外国人宿泊者数ランキングで、自然資源地がランクインしているのは世界遺産でもある

中国の桂林のみであり、自然資源の中でニューツーリズム（ウオーキング等）による長

期滞在が実現できているかは疑問である。 

（このように考え、「実現できていない」ことを、簡易的にアメリカをケースとして反面実証



しようと考え、同 Euromonitor 資料の中でアメリカを観てみたが、アメリカでもランクインし

ているのは大都市だけであり、自然資源地（世界自然遺産等）はランクインしていなかっ

た。） 

なお、自然資源のニューツーリズムは、自然と共生する持続的開発が前提である。 

◆ 外国人宿泊者数ランキングで、タイは、ビーチリゾートであるプーケット、パタヤがランク

インしており、リゾートの魅力が外国人宿泊者数実績に繋がっており、ここに習うべきこ

とはないだろうか。 

◆ 日本の京都、タイのチェンマイとインドのウダイプールで、都市としての満足度評価と外

国人宿泊者数が、（少なくとも短期的には）相関関係にいたっていない。 この要因とし

ては、主に、これらのケースが推察される。 

◇ 訪問経験者の満足度は高いが（長期的にはリピーターとなる可能性は高いものの）、

大きな新規訪問者増、宿泊者増に繋がっていない。 

◇ 外国人が、満足度の高い都市を訪問するものの、宿泊は大都市を選択している。 

この要因としては文化都市（京都・チェンマイ・ウダイプール）でのホテル・インフラの

問題である。 

（なお、ちなみに私は前職関係でチェンマイに頻度高く訪問したが、チェンマイと京

都の宿泊者数のレベル感も疑問である。） 

 

(4) 個別要素比較 － 宿泊施設 

個別要素では、まず宿泊施設の比較を試みる。なお外国社名類は英文表記としておく。

まず、Travel+Leisure の評価を観てみる。 

表 20. Travel+Leisure 「Top Hotels」 

 

（出典 ： Travel+Leisure、「The Top 100 Hotels in the World」・「The 10 Best City Hotels in 

Asia」・「The 10 Best Resort Hotels in Asia」より筆者が表作成、2018 年 1 月 4 日アクセス） 

また、テーマとして富裕層をあげておりラグジュアリーホテルに特化した予約サイト Five 



Star Alliance のウェブ情報も観ておく。 

表 21. 所在地別ラグジュアリーホテル数 

 

（出典 ： Five Star Alliance、「Locations of Luxury Hotels」より表作成、2018 年 1 月 4 日

アクセス） 

これらの情報から観察される内容は ； 

◆ タイ、インドは、観光業（ホテル業を含め）を１つの重要な経済発展の柱として、早い時期

から、（外資出資比率等制限付きであっても）外資導入を図ってきた経緯もあり、一定、

高い評価を得ている。 中国も日本と比較すると早い時期からである。 

一方で、Oberoi (インド)、137 Pillars House (タイ)、Temple House (香港 Swire Hotel 

Group) といったローカルホテル事業者も成長し高い評価を得ている。 

なお、区分としては、やはり中国はシティーホテルに、タイはリゾートホテルに事業が注

力されているように見受けられる。 

◆ 日本は、満足度の高いホテルは多くなく、また、高級ホテルの数も多くないと評価されて

いる。 トップ 100 にランクインしているのは 1 つ（マリオット・インターナショナル・グルー

プのセントレジスホテル大阪）のみ、Five Star Alliance の加盟ホテル数 47 である。参考

までに国土の圧倒的に狭い香港で 35、経済発展途上のベトナムで 30 である。 

日本の業界の特殊性はあり、独立系旅館等高級宿泊施設は多々あろうが、今後の日

本の人口減少等を考えると、やはり、世界への高級感を含めた PR、評価獲得がより必

要なのではないだろうか。 また、富裕層という観点から、星野リゾートの動きなどが注

目でき期待したいところと考える。 

 

(5) 個別要素比較 － 航空輸送 

宿泊施設の次の要素として、航空輸送を比較する。なお外国社名類は英文表記としてお

く。 

まずは、日本、研究対象 3 ヶ国の航空会社の提携関係から。 

 



表 22. アライアンス加盟航空会社 

 

（出典 ： スラーアライアンス、ワンワールド、スカイチームのウェブより筆者が表作成、

2018 年 1 月 4 日アクセス） 

満足度評価として Travel+Leisure、また、国際空輸機構 Skytrax （イギリス本部） のラン

キングを観ておく。 

表 23. Travel+Leisure 「Top Airlines」・「Top Airports」 

 

（出典 ： Travel+Leisure、「The Top 10 International Airlines」・「The Top 10 International 

Airports」より筆者が表作成、2018 年 1 月 4 日アクセス） 

表 24. Skytrax 「Top Airlines」・「Best Low-Cost Airlines」 

 

（出典 ： Skytrax、「Top 100 Airlines in 2017」・「World’s Best Low-Cost Airlines」より筆者

が表作成、2018 年 1 月 4 日アクセス） 

航空輸送の比較で観察されることは ； 

◆ 日本と研究対象 3 ヶ国との比較で、フルサービスキャリア（以降は FSC）は日本企業が

高く評価され、ローコストキャリア（以降は LCC）でも一定評価されている。 

◆ 但し、中国、韓国との東アジア・ハブ空港の位置付け争いは政府も関連する重要課題で



ある。 例えば、欧州から日本への直行便が中国、韓国経由となるリスクもあり、直行便

の有無は、旅行客にとっては、いわば衛生要因の 1 つであり、不満足、日本観光回避に

繋がりかねない。 

◆ また、これと絡んで、自国のナショナルフラッグ FSC のマイレージ積算となるかも同様に

衛生要因の 1 つであり、日本 FSC は、Air France、Alitalia、Aeroflot との提携も視野に

入れてよいのではないか。 American が China Southern と出資提携したように。 

 

(6) 個別要素比較 － リゾートアイランド 及び スパ 

今後のさらなる成長が期待されるニューツーリズムにつき比較したかったが、残念ながら、

なかなか適切な情報が見当たらず、関連しそうなウェブの Travel＋Leisure のスパとリゾー

トアイランドのランキング、及びアメリカ NPO でメディカルツーリズム評価指標の確立に取り

組む調査機関である International Healthcare Research Centre の国家ランキングのみだ

が、観ておく。 なお外国スパ類は英文表記としておく。 

表 25.  Travel+Leisure 「Top Spas」・「Top Islands」 

 

（出典 ： Travel+Leisure、「The Top 10 International Destination Spas」・「The Top 10 

Islands in Asia」より筆者が表作成、2018 年 1 月 4 日アクセス） 

表 26.  メディカルツーリズム 国家ランキング 

 

 

（出典 ： International Healthcare Research Centre、「Medical Tourism Index – Destination 

Ranking」より筆者が表作成、2018 年 1 月 4 日アクセス） 

これらの情報から観察されることは ； 

◆ いづれにも日本、中国がランクインできていない。 

一方でタイはスパ、リゾートアイランドともにランクインしている。 （なおホアヒンはパタ

ヤ対岸のスパ・ヘルスケアリゾート） また、インドはスパで（タイとは違い山岳の）ヒマラ

ヤでランクインし、メディカルツーリズムの国家ランキングでも世界 5 位に入っている。 

この辺りの観光資源開発で習える内容はないだろうか。 



(7) 個別要素比較 － ツアーオペレーター 

個別要素比較のラストに、ツアーオペレーターの比較を、ウェブの Travel+Leisure ランキ

ングで観てみる。 

表 27.  Travel+Leisure 「Top Tour Operators」 

 

（出典 ： Travel+Leisure、「The Top 10 Tour Operators」より筆者が表作成、2018 年 1 月 4

日アクセス） 

この情報から観察されることは ； 

◆ こういった評価（満足度）の高いツアーオペレーターと積極的に協業すべきところ。 

アジア地域観光商品も取り扱っているツアーオペレーターが半数はある。 

◆ やはりラグジュアリーという謳い文句が目につき、また、バイクツアー 、ウオーキング等

ニューツーリズムを扱い特徴を出しているところが多いと感じられる。 

 

次には、中国、タイ、インドの順で国別に研究する。 

 

  



5. 研究対象着地国個別考察 ： 中国 

 

(1) データから 

まず参考までに、中国の全世界からの外国人訪問者数推移を、香港・マカオ・台湾と、そ

れら以外の内訳も含めて、日本と比較すると次の通り。 

表 28.  中国への訪問者数の推移 

 
（出典 ： UNWTO、2017、「Country Data 2017 - China」より筆者が表作成） 

さらに、数多い華僑の帰省の影響をみるために、中国国家観光局（以降は CNTA）により

2013 年分のみが公開されているデータをみると、中国系移民の影響は大きくないと推察で

きる。（念のため親族知人訪問の全数が中国系移民ということではない） なお、中国の場

合には商用の率が高く 27%である。 同年の日本は 14%で、以降 11%、8%、7%と下がっている。 

表 29.  中国への目的別訪問者数（香港・マカオ・台湾除く） 

 

（出典 ： CNTA 「Foreign Visitor Arrivals by Purpose, Jan-Dec 2013」より筆者が表作成） 

表 30.  中国への対象発地国からの訪問者数 

 



（出典 ： JNTO、2016、「JNTO 日本の国際観光統計 2016 年」にある訪問者数データより

筆者が集計し表作成） 

対象発地先進国からの訪問者数データを、まとめ直してみると、やはり、押し並べて中国

への訪問者数が多いが、特に商用目的の多いロシア、ドイツで差が際立っている。 一方で

伸び率では、日本が上回っており、差が大きく縮小してきている。 

 

(2) 政府・官公庁等の取組 

外貨獲得に向けた 1978 年の外国人訪問者受入拡大方針に始まり、対外開放地域指定

の緩和、ビザ制度の緩和、さらには Holiday Inn や Sheraton が既に 1983 年に進出したのが

好例の外資導入策を含めたインフラ整備施策を徐々に進め、観光大国になってきているの

が中国である。 観光政策は国務院と直下の CNTA が管轄している。 

中国は本レポート 「4. 研究対象 3 ヶ国データ概観 (1) 一般的な観光指標」 にある通り

の認識で観光業の GDP は高くない （1%） と想定していたが、CNTA によれば、2015 年で、

経済波及効果は GDP 比 10.8%、また、労働人口の 10.2%が観光業関係で就労しており、一

大産業となっている。 今後は、国内経済地域間格差解消策としても、観光業が注目される。 

（CNTA ウェブ、「China Tourism Statistical Bulletin 2015」、2018 年 1 月 5 日アクセス）  

最新の総合的な観光政策は国務院により 2013 年 2 月に発表された内容で 6 つの主要

取組が述べられ、その１つ、観光商品造成では、伝統的文化資源開発の一方で、メディカル、

温泉とスキー、クルーズ等のニューツーリズム開発が挙げられている、また、観光業者のモ

ラル改善も謳われている。 （UNWTO、2013、「China’s new tourism policy 2013-20」より） 

2017 年の動きとしては、CNTA が 2017 年の 10 大ニュースをリリースしており、トイレ環境

改善指令や中国主導での WTA 設立等が挙げられている。（CNTA ウェブ、「Top 10 China 

Tourism News of 2017 (2018.01.02.)」、2018 年 1 月 5 日アクセス） 

本レポートの主旨に照らし政府取組は中国の場合 ；  

◆ 世界旅行ツーリズム協議会（以降は WTTC）との関係で新アライアンス・WTA 立ち上げ

について、国際的には評価が分かれると推察するが、中国観光業にとってはプラス面

が多いと推察できる。 

◆ JNTO との比較で、海外オフィス設置につき、大きな差異、特徴は見当たらない。 

表 31.  中国と日本との海外オフィス比較 

 

◆ CNTA のウェブ観光ガイドでも、特に目新しい機能・内容は感じられなかった。 



(3) 旅行会社について 

CNTA ランキング (CNTA ウェブ、「Top 100 Travel Companies」、2018 年 1 月 5 日アクセ

ス) で 1 位になっている旅行会社・上海春秋国際旅行（集団）有限公司のウェブをあたって

みたが、まず言語選択機能が見当たらない、また、特に新しい機能・内容は感じられない。 

また、海外拠点はアメリカと香港・韓国・日本・タイだけであり、特に欧州や豪州への注力も

感じられない。 

現地旅行会社に関して、人民日報に、提程旅游網・副総裁の言葉として、「中国全国には

2 万社あまりの旅行会社があるが、これら 2 万社の 2016 年営業総収入は、米アメリカン・エ

キスプレス社の 40%、日本 JTB の 50%にとどまっている」 （人民日報海外版日本月刊ウェブ、 

「出国・入国ダブル成長 する中国観光業」、2018 年 1 月 5 日アクセス）という記事があるが、

これが適切に現地業界を表しているように感じられる。 

 

(4) 文献等の内容から 

中国観光に関し、過去に研究された論文等があるので、それぞれのキーになりそうな内

容を要約する。 

◆ 鈴木（2008）によれば ； 

◇ 中国における観光拡大の要因として、国際水準ホテル等のインフラ整備、世界遺産

登録への整備等々のハード面の改良のほか、ソフト面の改良が大きく寄与したとし

ており、このソフト面の 4 大要素として、渡航規制緩和策と並び、毎年 CNTA から打

ち出される年度観光テーマなどでの活発な観光プロモーション、民間外交官として

観光ガイドの国家による育成があげられている。 

◇ 産業分野別に、ホテル産業は、他の観光産業に先んじて外資に開放され、中国内

に多くの外資、合弁ホテルが建設されてきた。 航空産業は、国際航空輸送を 3 社

体制に再編し、ますます外国企業とのアライアンスや提携を進めて競争力をつけて

きている。 旅行代理店は最も対外開放の遅れた業界の１つで、大多数は小企業

で、外資大手とは実力において雲泥の差がある。 

◆ 通訳ガイドに関して米原（2008）は ； 

◇ 外国人受け入れに不可欠な外国語ガイド育成が徹底に行われたとしている。 

◇ ガイドの果たす役割は大きく、ホテル等予約手配全般を手掛けるケースも多く、政

府認可の旅行会社に名義料と売り上げの一部を収める、請負スタイルの個人経営

の旅行社となるケースも多くある。 

◇ なお、問題となっている、ガイドが副収入のため執拗にお土産を勧める点の解決に

ついては、中国側だけでなく、送客側の旅行会社のガイド経費にも問題があり、両

者で解決が必要としている。 

◆ なお、今後への懸念として、張（2011）は ； 

◇ 中国では、マスツーリズムも多様な観光形態も、ともに経済発展をめざす手段として



位置づけられている。 

◇ 経済発展だけを重視すると、観光開発による自然破壊、農業離れによる生産力低

下や農村の魅力の低下などの問題が、深刻化する恐れがあるとしている。 

 

(5) トリップアドバイザーの評価レビューからの印象 

本レポート 「4. (3) 都市比較 － 旅行誌読者等評価と外国人宿泊者数実績」 にある外

国人宿泊者数にランクインした都市に対する、レビュー件数を、筆者が表にまとめた。 

表 32.  中国と日本とのトリップアドバイザー評価レビュー数比較 

 

（出典 ： Euromonitor International、2017、「Top 100 City Destinations Ranking」、及び件数

はトリップアドバイザーのウェブより、2018 年 1 月 5 日アクセス） 

中国は、ホテルに対して旅行者に強い好（悪）印象を与えており、レビュー件数が多くなっ

ている。 

◆ インターコンチネンタル、マンダリンオリエンタル等々、ラグジュアリーホテルに対し、従

業員への称賛を含むレビューが多く見られた。 

◆ 桂林クルーズ・ウオーキングツアーで体調不良になった際の、ローカルならではの親身

な迅速な対応に対する深い感謝など、通訳ガイドを称賛し再訪したいとのコメントが見ら

れた。 

（TripAdviser ウェブ、件数・コメントとも 2018 年 1 月 5 日にアクセス） 

 

(6) 研究資料からの中国観光業の理解 

日本は、中国と外国人訪問者数に差があるが、中身をみると実質的には UNWTO の統計

データほどではない。 （本レポート「5. 研究対象着地国個別考察 ： 中国 (1) データから」 

より） 

なんといっても、広大な国土、悠久の歴史からの、豊富で多様な自然資源、豊富で多様な

（民族の多様性も含む）文化資源を背景に、外貨獲得手段として観光産業の成長に力を入

れてきている。 1978 年の外国人訪問客受入拡大方針に始まり、対外開放地域指定の緩和、

ビザ制度の緩和、これと並行して、ホテルに代表される外資の積極的導入、航空産業に代

表される中国企業の国際化により、観光基盤の整備を推し進め、また、マーケティングが、



国家機関・CNTA と国有・中国国際旅行社（等）を中心に推進され、年次観光テーマを設定し

てのマーケティングもあり、外国人訪問者増が実現している。 （現在は旅行業も民営化・民

間開放されて非常に多くの旅行会社が存在するが民間産業としての成長が遅れている業

界である） この過程で、政府が育成に注力した通訳ガイドも成長の一大要因と考えられる。  

（本レポート「5 研究対象着地国個別考察 ： 中国 (1) ～ (4)」 より） 

現状の世界からの評価として、WEF のトラベル・ツーリズム国際競争力評価では、中国の

評価は然程高くない。 経済の発展段階からの「価格競争力」と、保有資源（及び世界遺産

認定取得の政府取組もあり） である「自然資源・文化資源」、年次観光テーマ設定等の取組

によると考えられる「国家ブランドの検察ヒット度合」の評価が高い一方で、「観光サービスイ

ンフラ」や、衛生要因と考えられる「安全・安心」、「健康・衛生」などの評価が高くない。 また、

都市の満足度評価にもランクインしておらず、Travel+Leisure のリゾートに関わるリゾートア

イランドやスパ満足度評価、さらには、メディカルツーリズムでもランクインしておらず、

Travel+Leisure のホテル満足度評価ではシティホテルでランクインしているのみ。 （本レポ

ート「4. 研究対象 3 ヶ国データ概観」 及び 「5. 研究対象着地国個別考察 ： 中国(1) ～ 

(4)」 より） 

今後、トイレ環境改善等の衛生要因改善、国内経済格差解消に向けたニューツーリズム

を含む地方観光商品造成に継続注力され、自然破壊や民族文化破壊などのリスクを抱え

つつ、さらに大きな市場となるとみられる。 （本レポート「5. 研究対象着地国個別考察 ： 中

国 (1) ～ (4)」 より） 

 

(7) 観光関連事業者として学ぶべき先進国富裕層 FIT 市場における重要課題 

中国観光の研究から、特に筆者が感じる重要課題は次の内容である。 

◆ プロフェッショナル通訳ガイド事業の拡大 

中国では通訳ガイドが、観光業成長の一大要因となっている。 中国では国家が育成を

リードした。 経済システムの異なる日本では、絶対数不足等が要因で通訳案内士が業

務独占ではなく名称独占になったことでもあり、やはり民間主導という形での事業拡大

となるが。 

◆ ラグジュアリーホテルの世界的高評価の獲得 

中国との比較で、ラグジュアリーホテルの数はさておき、顧客満足度の高評価を得られ

ていないのが現実である。 

一方で、日本のレストランは、外国人に強い印象を与え、トリップアドバイザーのレビュ

ー数がひじょうに多いという事実がある。 

◆ 航空 FSC の既存アライアンスを乗り越えた個別提携による日本線のポジション維持 

スカイチームの China Southern が、ワンワールドの American と業務提携といった動

きは脅威である。 日本の FSC も日本への外国人観光者をターゲットに、よりダイナミッ

クな個別提携を行うべきと考える。 例えばロシアを含む欧州をターゲットとして。 



上述の観光事業者課題解決に向けた環境整備という官の取組は当然として。 

演習の主旨でないので詳細比較しないが僭越ながら官の取組として考えうる提言は ； 

◆ WTA の動きを注視し迅速な対応を。 JNTO 等機関の WTA への積極的な参画も選択

肢では。 

◆ 中国のような年次テーマ設定によるマーケティングも一手と考える。特に、日本では

DMO (Destination Marketing/Management Organization) の草創期でもあるので。 

 

 

  



6. 研究対象着地国個別考察 ： タイ 

 

(1) データから 

対象発地国からの訪問者数を、日本と比較すると次の通り。 

表 33.  タイへの対象発地国からの訪問者数 

 

（出典 ： JNTO、2016、「JNTO 日本の国際観光統計 2016 年」にある訪問者数データより

筆者が集計し表作成） 

参考までに、タイへの全世界からの外国人訪問者数推移を、日本と比較すると次の通り

で、全世界では、対象発地国計と比較し、日本比（%）が大きくない。 

表 34.  タイへの全世界からの訪問者数 

 

（出典 ： UNWTO、2017、「Country Data 2017 - Thailand」より筆者が表作成） 

 

(2) 政府・官公庁等の取組 

タイの場合も政府機関の牽引力がひじょうに強いのが明らかである。観光政策策定・観

光地開発を管轄するのが観光スポーツ省（以降は MOTS）、観光促進を目的としたマーケテ

ィングを管轄しウェブ 「amazing Thailand」 を運営しているのが観光庁 (以降は TAT)である。 

タイの観光長期ビジョンには、着地観光品質、調和のとれた開発、持続可能な開発とともに、

タイらしさ（以降はタイネス）訴求、包括的な社会発展・包括的な富の分配の 5 つが謳われて

おり、さらに 2021 年までの第 2 次国家観光開発戦略では、長期ビジョンを展開したものとし

て、タイネスと環境持続可能性の原理に基づく環境産業開発、国全体への観光収入の配分

等を挙げている。 （MOTS、2017、「The Second National Tourism development Plan」より） 

TAT はシナリオをもってキャンペーンを展開しており、「ディスカバー・タイネス」、「ユニークな

ローカル・エクスペリエンス」、2018 年はさらに進め「ゴー・ローカル」である。 周辺国ベトナ



ム等々の観光地としての成長に対しタイネスを磨き、経済の一本の柱である観光業のさらな

る成長を志向し、さらには、国内で顕在化してきている地域間経済格差解消も狙い、タイネ

スを全土に拡げていこうとする取り組みと考えられる。 

なおタイの場合 ； 

◆ 海外オフィスは、JNTO と、また研究対象 3 ヶ国との比較で最多の 28 である。対象発地

国ではスペイン、カナダにはなく、イギリス、フランス、ドイツ、イタリア、ロシア、アメリカ、

オーストリアに設置している。（他の地域での差は、TAT が、JNTO と比較し、中国で 3 ヶ

所多い 5 都市、インドで 1 ヶ所多い 2 都市、JNTO が設置していないアラブ首長国連邦

に設置している） 

表 35.  タイと日本との海外オフィス比較 

 

◆ TAT と JNTO のオフィシャルガイド・サイトを比較してみたが、TAT が日本語版サイトで

乃木坂 46 等の動画（国内地域紹介）を使用しているといった点以外は、然程大きな差

は感じられなかったが、TAT 日本語サイトが、より親しみ易いように感じたのは気のせ

いだろうか。 

 

(3) 旅行会社について 

タイには大手旅行会社は存在しない。 JNTO 情報を引用しておく。 「タイの旅行会社は

小規模、中規模の会社が多く、誰でも知っているような大きな旅行会社は存在しない。」

（JNTO、2016、「訪日旅行誘致ハンドブック 2016 アジア 6 市場編」より） 

 

(4) 文献等の内容から 

タイの場合も過去に研究された論文等があるので、それぞれのキーになりそうな内容を要

約する。 

◆ Krairerk（2014）によれば ； 

◇ 1970 年代から、政府の外資主導経済発展政策、多国籍企業による投資などにより、

急速に経済発展し、観光産業も成長を遂げてきた。 経済発展の初期段階で、観光

地域で優先的にインフラ整備を行ったことが、外貨獲得産業としての観光産業を発



展させる基盤を作りあげた。 

◇ 現在、魅力ある観光商品、世界文化遺産のアユタヤ、像乗り体験などなど多種にわ

たる魅力ある観光商品が、リピーター増加に寄与している。 

◆ 青木（2015）も同様に ； 

◇ 政府が、1970 年代末という早い段階からインバウンド観光の潜在力に注目し、明確

なビジョンを持って観光業振興を国家戦略に織り込み、政府主導で、一貫性のある

観光政策を長期間に渡り推進してきている。 

◇ 現在、東北部などの自然が残る地域でのエコツーリズム、山岳少数民族居住地域

でのエスニックツーリズム、バンコクでの比較的割安なメディカルツーリズム、もちろ

んリゾートツーリズムやスパなどのヘルスケアツーリズムなどなど、タイには時代に

即した観光資源が多く存在する。 

◆ さらにタイ・マッサージについて掘り下げた研究が行われており ； 

◇ 小木曽（2013）によれば、欧州人はタイ・マッサージをヨガや太極拳と同じ東洋的セ

ラピーの系譜に位置付けたのに対し、タイ人実践家は世界中に存在するマッサージ

の一つの変形として位置付け直し、このような過程を経てタイ・マッサージはグロー

バル文化となった。 タイ・マッサージはタイ式スパを西洋式スパから差異化させる

要素にもなっており、これに加えて歴史のある観光で培ったホスピタリティのイメー

ジが合わさり、タイ・マッサージとタイ式スパは、世界のスパ産業の中でも活況を呈

している。 

◇ 片山（2015）によれば、タイへの観光客はリピーターが多く、タイらしさを求める観光

客が増えている。 このような状況で、古式マッサージ士の資格を取得する体験型

ヘルスツーリズムが盛んになってきている。 また、タイ料理はもちろん、ムエタイな

ど、オーセンティックなタイを体感できる機会が増加している。 

やはり、1970 年代という早い時期から政府主導で観光インフラ整備、観光産業振興に

脈々と取り組まれており、数多いリピーターにも対応するタイネスのある体験型ツーリズム

が開発されている。 

 

(5) トリップアドバイザーの評価レビューからの印象 

タイについても、本レポート 「4. (3) 都市比較 － 旅行誌読者等評価と外国人宿泊者数実

績」 にある外国人宿泊者数にランクインした都市に対する、レビュー件数を、レポート者が

表にまとめた。 

 

 

 

 

 



表 36.  タイと日本とのトリップアドバイザー評価レビュー数比較 

 

（出典 ： Euromonitor International、2017、「Top 100 City Destinations Ranking」、及び件数

はトリップアドバイザーのウェブより、2018 年 1 月 6 日アクセス） 

レビュー内容から受けた印象は ； 

◆ タイ・マッサージのレビューに注目してみた。 複数日（3 日程度以上）のコースも設定さ

れており、満足度がひじょうに高かった。 経験者が教え適切に疑問に答えてくれる、図

も用意されている、さらにはスクールの英語 Facebook へと。 タイらしさとともに、さまざ

まな工夫がなされていると強く感じた。 

別途、体験型でタイ料理の複数日でしっかりと学べるコース、ムエタイもキャンプがあり

複数日でしっかりと学べるコースもあり、満足度が高かった。  

◆ もちろん世界自然遺産・カオヤイ森林地帯の 5 日間トレッキング、映画「戦場にかける橋」

の舞台となったクウエー川の 3 日間ラフティングなど体験型長期の商品があり、経験者

の満足度は高かった。 

◆ ホテルでは、プーケットで、ラグジュアリーホテルの Trisara 等の評価が高いのはもちろ

ん、Holiday Inn Express では、プール、ジャグジー、ジムがあり初めての体験といったコ

メントがあり、しっかりとリゾート仕様になっているように感じた。 

（TripAdviser ウェブ、件数・コメントとも 2018 年 1 月 6 日にアクセス） 

 

(6) 研究資料からのタイ観光業の理解 

タイの観光業は、歴史的に経済の重要な柱として、特に 1979 年の TAT 設置以降、政府

主導で育成が図られてきている。経済発展レベル、一人当り GDP から、あくまでもインバウ

ンド目的で、これに沿ってTATも早期から活動開始し継続しており、この大きな蓄積がある。 

訪問者数が 1,000 万人を超えたのも 2001 年で、日本（2013 年）よりも 10 年以上早い。 ま

た、このための準備として、ホテル等の観光業で外資を導入し、ローカル企業の育成とのバ

ランスを図りつつ、観光業基盤を整備してきている。 観光業基盤整備にはリゾートも含み、

プーケット等のビーチリゾート等開発も、政府主導で同様に外資を絡め、行われてきている。 

これにより、都市満足度ランキングにチェンマイ、バンコクがランクインし、外国人宿泊者

数ではバンコク、プーケット、パタヤ、チェンマイがランクインしている。 同時に、特に比較的

太陽光の日射の少ない欧州のイギリス、フランス、ドイツに人気のあるビーチリゾートに代表



される長期滞在があり、平均滞在日数が長い（平均滞在日数 9.47 日, 日本は 5.72 日）。結

果として、価格競争力があるにも関わらず、訪問者一人当りの消費額は大きい。なお、TAT

主導であり、ローカルの旅行業者が成長しきれておらず、中小旅行会社が多い。  

今後の方向性をみてみると、‘ほほ笑み’とともに、タイネス、ローカル体験が、国内の経

済格差の是正にも繋がるので、MOTS 及び TAT 主導で強力に推進されると推察できる。 こ

れに個別の、例えば古式マッサージ教室等の個別観光商品事業が、この動きや対象発地

国企業の強いツールに乗り、継続成長していくものと考えられる。 

 

(7) 観光関連事業者として学ぶべき先進国富裕層 FIT 市場における重要課題 

タイ観光の研究から、特にレポート者が感じる重要課題は次の内容である。 

◆ さらなる海・太陽光のリゾート開発 

雪のリゾートはオーストリア、タイで人気がでてきている北海道や長野があるが、イギリ

ス、フランス、ドイツを対象とした海・太陽光のリゾート開発が重要と考える。 

日本南部島嶼のプーケット、パタヤとの温度差は摂氏 5 度程度あり、気温からみて冬季

のビーチリゾートには無理があるが、夏の欧米のバケーション対応は、気候的に可能で

ある。 当然、環境破壊や観光客季節変動への対策は必要だが、これを前提として。 

◆ 長期滞在型体験旅行商品のさらなる造成 

自然を活かした複数日のトレッキングやラフティングはもちろん、タイ・マッサージは長期

でのライセンス取得が可能であり、ムエタイはキャンプに泊まり込んでの体験もある。 

日本でも、トレッキングや、グルメ体験と合わせたローカル料理教室、武道（ないし忍者

体験）等々、さらなる長期滞在型の造成は可能と考える。 

◆ （この上で）対象発地国に対する露出手段・機会の改善 

ここでは、以前の飲食店メニューと同じ言語の問題が生じるが、タイ・マッサージ教室の

Facebook へのアップは（タイ語でなく）英語であった。 逆に、身近なところで着付け教室

体験の Facebook を見る限り、日本語しかなかった。 

なお、タイの‘ほほ笑み’は大きなプラス要素と考える。 国の歴史、観光業の歴史的蓄積、

さらには、一人当り GDP 差異からくるタイ人にとっての必要性があり、簡単には日本の‘おも

てなし’とは比べることはできず難しい課題だが、日本でも、より高いカスタムサービス実現

に向けて‘おもてなし精神‘を磨き続けることはひじょうに重要である。 

上述の観光事業者課題解決に向けた環境整備という官の取組は当然として。 

演習の主旨でないので詳細比較しないが僭越ながら官の取組として考えうる提言は ； 

◆ ビーリゾート開発の特区指定はどうだろうか。 統合型リゾート（以降は IR） は議論がな

されているが、ビーチリゾートも地域全体開発の街づくりが重要であることから、特区指

定の上で大規模開発が必要ではないだろうか。 

◆ 中国にもあったが、年次テーマ設定によるマーケティングも一手である。特に、日本では

DMO の草創期でもあり。 



7. 研究対象着地国個別考察 ： インド 

 

(1) データから 

対象発地国からの訪問者数を、日本と比較すると次の通り。 

表 37.  インドへの対象発地国からの訪問者数 

 

（出典 ： JNTO、2016、「JNTO 日本の国際観光統計 2016 年」にある訪問者数データより

筆者が集計し表作成） 

インドへの全世界からの外国人訪問者数推移を、インド観光省（以降は MOT）のデータに

ある非居住インド人（以降は NRI）との内訳も含め、日本と比較する。 さらに、印僑の内の

NRI を除き、またインド系移民（以降は PIO）の帰郷影響を除くために目的別統計を観ておく。  

表 38.  インドへの全世界からの訪問者数 

 

（出典 ： UNWTO、2017、「Country Data 2017 - India」より筆者が表作成表作成） 

表 39.  インドへの目的別訪問者数 

 



（出典 ： 2014 年からは目的別統計発表がなされていないため MOT 「India Tourism 

Statistics 2011～2013」より 2013 年までを筆者が表作成） 

◆ 上表のその他目的の値を、日本の 2013 年データと比較すると、アメリカ、カナダ、オー

ストラリアからの訪問者数は日本の方が多い。（念のため親族知人訪問の全数がインド

系移民ということではないが） 

また、インドはその他目的の中で商用の比率が、全体比 20%程度と高い。 

◆ 歴史的に、16 世紀初頭からの各国東インド会社による植民地化、イギリス統治時代を

経て 1947 年にイギリスから独立、1954 年のフランス領返還、1961 年のポルトガル領併

合まで、インドと欧州との関係はひじょうに深かった。 

この影響は大きく、上表 2013 年時点では、対象発地国からの訪問者数は全てインドの

方が多いが、2016 時点ではフランス、イタリア、スペインからの訪問者数で、日本が上

回っている。 

◆ このような状況ではあるが、本レポート冒頭で研究対象着地 3 カ国に選定しており、観

光事業者として、インドに学ぶべき、先進国富裕層 FIT 市場における、重要施策を観て

おくことにする。 

 

(2) 政府・官公庁等の取組 

インドでは、観光政策策定・観光地開発、観光促進を目的としたマーケティングの両方を

（当然州政府とともに）MOT が管轄している。 ウェブ 「Incredible India」を運営しているのも

MOT である。  

本レポート 「4. 研究対象 3 ヶ国データ概観 (3) 都市比較 － 旅行誌読者等評価と外

国人宿泊者数実績」 で記述した通り、外国人宿泊者数ランキングによれば、2017 年推計値

でインドの伸びが高いのは 2014 年からの電子ビザ導入の効果が出てきているからとのこと

である。電子ビザ取組を進めている中心も MOT であり、対象発地国も全て電子ビザ対象国

となっている。 

（インドでは観光に関わる包括的国家方針が 2002 年のものしかないため内容を割愛する

が）現在、MOT は電子ビザ推進のほか、観光基盤増強、マーケティングに力を入れている。 

観光基盤増強では、テーマ旅行回廊増強（Swadesh Darshan Scheme）、宗教遺産開発

（PRASADA Scheme）、ニューツーリズム商品造成 (The Niche Products) に力を入れてい

る。 また、マーケティングでは、BBC、CNN 等々各国テレビでの露出成果につき報告されて

いる。 （MOT、2017、「Annual Report 2016-2017」より） 

なおインドの場合 ； 

◆ 海外オフィスの比較は次の通り。 総数でも研究対象 3 ヶ国で最少の 14 である。 欧州

ではスペイン、ロシアにない一方でオランダに設置している。 MOT は、本レポートの対

象発地国ではないがアセアンにはシンガポールしか設置しておらず、一方でアラブ首長

国連邦、南アフリカに設置している （JNTO は未設置である） 。 



表 40.  インドと日本との海外オフィス比較 

 

◆ MOT のサイト 「Incredible India」 を、JNTO のオフィシャルガイド・サイト、及び研究対象

発地他国サイトと比較してみたが、特に強い印象は感じられなかった。 

 

(3) 旅行会社について 

インドにおける大手には、インド資本の Cox & Kings （イギリス・アメリカ・カナダ・オーストラ

リア等に拠点あり）、イギリスの Thomas Cook、アメリカの Expedia 等がある。  

 

(4) 文献等の内容から 

本レポート 「7. インド  (1) データから」 で述べた状況だからであろうか、適切な参考文

献が見当たらなかった。 

 

(5) トリップアドバイザーの評価レビューからの印象 

インドも、本レポート 「4. (3) 都市比較 － 旅行誌読者等評価と外国人宿泊者数実績」 

にある外国人宿泊者数にランクインした都市に対する、レビュー件数を、レポート者が表に

まとめた。 

表 41.  インドと日本とのトリップアドバイザー評価レビュー数比較 

 

（出典 ： Euromonitor International、2017、「Top 100 City Destinations Ranking」、及び件数

はトリップアドバイザーのウェブより、2018 年 1 月 6 日アクセス） 

◆ ムンバイでは、安全にスラム街を通り居住者とコミュニケーションあり、かつ、旅の思い



出としての高級土産付きといったファーストクラス・カスタムツアーがあり、非常に高い評

価と感じた。 

もちろん、ムンバイのボリウッドツアーなども評価は高かった。 

◆ ホテルでは、やはり、Oberoi、Sofitel 等、ラグジュアリーホテルの評価が高い。 

◆ インドの対象都市には入っていないが、リゾートビーチ・ゴアは、牛との共生なども含め、

やはり評価が高いと感じた。 

（TripAdviser ウェブ、件数・コメントとも 2018 年 1 月 6 日にアクセス） 

 

(6) 研究資料からのインド観光業の理解 

まず数値を客観的に観る。印僑は華僑よりも多いと言われている。インドの UNWTO（及び

JNTO）の外国人訪問者数データには NRI の帰郷が含まれており、NRI を除くと、2016 年の

世界からの訪問者総数で日本の 41%程度である。また、2013 年の MOT データによれば、

NRI を除く外国人訪問者の内、全世界では 26%が、対象発地国では 35%が 親族知人訪問目

的であり、親族知人訪問者数全てではないが PIO の影響が大きいと推察できる。 親族知

人訪問目的を含む国別訪問者数では、既に 2016 年ではフランス、イタリア、スペイン、オー

ストラリアからの訪問者数で日本が上回っている。また、親族知人訪問目的者数比率の高

いアメリカ（2013 年 46%）、カナダ（同 58%） でも、PIO の帰郷訪問を除いた訪問者数では、

日本がインドを上回っているのではないかと推察できる。 残るは、歴史的に繋がりの強い

イギリス、太陽光リゾートを求めてのドイツである。 ロシアに関しては、インドはロシアに

MOT オフィスを設けておらず特別な取組も見当たらない、また、もともとインド自体のポジシ

ョンも高くない。（本レポート「2. 対象国の選定 (2) 対象着地アジア諸国」及び 「7. 個別国

考察 ： インド (1) データ ＆ (3) 政府取組」 より） 

ここまで観た客観的な来客数からはインドを研究対象から外してもよいが、UNWTO（及び

JNTO）データから研究対象 3 カ国に選定しており、観光事業者として、インドに学ぶべき、先

進国富裕層 FIT 市場における、重要施策を観ておくことにした。 

インドの観光業は、大航海から欧州各国東インド会社による植民地経営を経た独立とい

う歴史から、欧州からの訪問客により発達してきており、これに対応し、タイと同様に積極的

に外資導入（既にホテルでは政府ガイドラインに沿うことを前提に外資 100%で自動認可）を

図っており、例えば、ホテルの満足度評価も高く、ラグジュアリーホテルも整備されており、

Oberoi グループといったローカル資本の成長もみられる。 

ただ、一方で、一人当り GDP が US$2,000 未満という状況の中で、国際観光収入が GDP

比 1%。 本レポート 「４. 研究対象 3 ヶ国データ概観 (2) 総合競争力評価」 にあるように

研究対象3ヶ国の中で評価は最も低く、評価が高いのは経済発展度合による「価格競争力」

と、「自然・文化資産」であり、「トラベル・ツーリズム政策の優先度」では世界 100 位を超える

ポジションである。  （本レポート「2. 対象国選の定 (2) 対象着地アジア諸国」 及び 「4. 

研究対象 3 ヶ国データ概観」 より） 



本レポートの主旨である、観光業者として学ぶべき先進国富裕層 FIT 市場における重要

施策は、現時点では多くないように感じる。 

ただし、付け加えたいのは、インドには、国土の広さと変化（ヒマラヤからゴアまで）に富ん

だ自然資源、インダス（・ガンジス）文明からヒンズー・イスラム・仏教の宗教遺産を含み、さ

らにはボリウッドまでの豊富な文化資源がある。 本レポート「7. 個別国考察：インド (3) 政

府取組」  にあるテーマ旅行回廊増強（Swadesh Darshan Scheme）、宗教遺産開発

（PRASADA Scheme）、ニューツーリズム商品造成 (The Niche Products) が軌道に乗り事

業として好転し始めたら、必ず外国人観光客を魅了する国だと容易に推察できる。  

 

(7) 観光関連事業者として学ぶべき先進国富裕層 FIT 市場における重要課題 

インド観光の研究から、特にレポート者が感じる重要課題は次の内容である。 

◆ さらなる海・太陽光のリゾート開発 

タイのケースと同じ。 やはりインドには欧米人に人気のゴア等ビーチリゾートがある。 

◆ メディカルツーリズムの造成 と 世界的評価獲得 

インドは、国としての医療環境評価が高くないにも関わらず、メディカルツーリズム産業

の評価が高く、シンガポールに迫り世界 5 位にランクインしている。 

上述の観光事業者課題解決に向けた環境整備という官の取組は当然として。 

演習の主旨でないので詳細比較検証しないが僭越ながら官の取組として考えうる提言は ； 

◆ ビーリゾート開発の特区指定はどうだろうか。 この内容はタイと同じである。 

◆ ビーチリゾート特区と同様にヘルスケア・メディカルツーリズム特区はどうであろうか。 

インドなどに先行されている状況の中で、日本のヘルスケア・メディカルツーリズムの評

判、高評価を得ていくためには、まず特定地域での先行開発がよいように感じる。 

 

 

8. 疑問点の検討 

まとめに入る前に疑問点があり、これを検討しておく。 

 

(1) ロシアについて 

研究対象 3 ヶ国の研究といっても、最終目的は対象発地国からの訪問者増である。対象

着地国の研究からは、いま一つ、ロシアに対する課題、施策がクリアにみえてきていないよ

うに感じるので、少し考えておきたい。 

現状の要因としては次の内容が考えられる。 

◆ もちろん、北方領土問題がある。 

◆ 日本観光はビザが必要だが、中国（15 日）、タイ（30 日）、インド（30 日）、さらには研究

対象着地国ではないがロシアからの訪問が多いベトナム（15 日）、韓国（60 日）と、期間

が違うがいづれの国でもビザが不要である。 



◆ 中国はロシアとの直行便が多い、また、韓国はロシア極東発クルーズの寄港地となって

いる。 

◆ やはり温暖なビーチリゾートとしては、タイを目指す。 

一方で 本レポート「3. 対象発地国の旅行志向 (6) Russia」 にまとめた通り、富裕層のメ

ディカルツーリズム、新婚旅行というロシアにとって新形態ツーリズムが発生してきている。 

したがって、発地国ロシアに対する課題としては ； 

◆ （富裕層をターゲットとした）メディカルツーリズムの造成 

◆ （富裕層をターゲットとした） 新婚旅行の造成 

◆ これのためのロシア旅行会社との提携 

このように考える。 

 

 

  



9. 研究結果まとめとして － 重要な課題・施策 

 

(1) 観光事業者としての重要な課題・施策 

‘おもてなし’を磨いてカスタムサービスを向上、日本らしいニューツーリズムの造成といっ

た課題は日本のこれからの観光業として当然のことである。 これとも関連するが、本レポ

ートでは、中国、タイ、インドから、観光業者として学ぶべき、対象発地国であるイギリス、フ

ランス、ドイツ、イタリア、スペイン、ロシア、アメリカ、カナダ、オーストラリアの（富裕層）FIT

市場に対する重要課題及び施策アイデアをまとめ、結論とする。 

 

対象発地国のような遠方からの観光の場合には、基本的には長期滞在、できれば長期

滞在中にさまざまな経験・体験（文化遺産見学とリラックスと体験とか）をカスタムに組み合

わせて、というのが、訪問者の欲求であり、研究対象 3 ヶ国でも、さまざまな取り組みがなさ

れていた。 

◆ 長期滞在型体験ツーリズム商品のさらなる造成 

タイ・マッサージは長期体験（ライセンス取得）だったほか、ムエタイやタイ料理も複数日

が可能であった。 やはり、富裕層、シニア層を中心にして、ローカルを深く知りたいとい

う欲求が強い。 

日本でも伝統工芸のほか、日本料理、伝統的な生け花、茶道、書道、盆栽など、空手、

剣道などの武道といった体験商品があるが、ほとんど数時間ないし半日程度の浅い体

験である。 伝統的な生け花類、武道では中途半端な数日という日数にする難しさもろう

が、工夫して複数日にまたがる、より深いコースを選択肢に加えられないだろうか。この

研究結果からは検討の価値は十二分にあると考える。  

例えば、比較的に簡単なところでは、まずはグルメ体験と日本料理複数メニューの調理

方法習得の組み合わせで、数日間で日本料理を深く知ってもらう、など。 

◇ ターゲット国 ： 対象発地国全て。 

◇ 施策アイデア ： 日本で進んでいる DMO 設立の動きの中で住民参加型で。 

商品としては、例えば、健康に大きな関心のあるアメリカ、イギリ

ス、ドイツは日本食料理教室がよいと考える。 武道人気のフラン

スは武道体験、盆栽人気のスペインは本場の盆栽体験とか、

国々の特性に合わせた長期滞在型商品の造成が重要と考える。

（最終的には個々人だが）。 

◆ 長期滞在型エコツーリズム商品のさらなる造成 

タイ観光には、自然遺産での 5 日間トレッキング、また、映画舞台ともなったクウエー川

での 3 日間ラフティングなど、長期のエコツーリズムが実施されており評価が高かった。 

日本でも、日本らしい旧街道・中山道や熊野古道などの複数日トレッキングがあり、今

後はさらに四国遍路なども可能性が考えられる。 また、自然を楽しみながらのトレッキ



ングとして、例えば、冬のスキーだけでなく長野にある高原地帯、美ヶ原から霧ケ峰や

蓼科へのコースは美しい高原を楽しみながら、また、体育会系クラブの合宿の様子も楽

しみながら、清々しい気分で数日、トレッキングを楽しめると考える。 このような自然が、

まだまだ日本にはあると考える。 

◇ ターゲット国  ： 対象発地国全て。 

◇ 施策アイデア ： 日本で進んでいる DMO 設立の動きの中で住民参加型で。 

商品としては国々の環境により、特に高い山の少ないイギリスや

普段は芸術に浸っているフランス・イタリアなど欧州各国は自然

の中でのトレッキングを推奨する。歴史の浅いアメリカ、カナダ、

オーストラリアは熊野古道などのさらなる展開コースがよいと考え

る。 

◆ メディカルツーリズムの造成 と 世界的評価獲得 

長期滞在型の一環でもある。 日本はトラベル・ツーリズム国際競争力評価で、医療に

欠かせない「健康・衛生」でも（研究対象 3 カ国に比べ）評価の高い国である。 

しかし一方で、既にインド、タイ、中国などは当分野では先進である。 特にインドは国と

しての医療環境評価が高くないにも関わらず、メディカルツーリズム産業の評価が高く、

シンガポールに迫り世界 5 位にランクインしている。 

この領域でこれから世界的評価を得ていくのは簡単ではないが。 

◇ ターゲット国 ： 対象発地国全て。 （ロシア富裕層含め） 

◇ 施策アイデア ： 既に世界ではメディカルツーリズム先進国があり、日本が当分野 

で高評価を獲得するためには、まずは特区なりで一定分野に特

化してでも。 

◆ さらなる海・太陽光のリゾート開発 

これも長期滞在型の一環である。雪のリゾートはオーストラリア、タイで人気がでてきて

いる北海道や長野があるが、比較的日射量の少ない地域からの訪問者を対象とした

海・太陽光のリゾート開発が、インドやタイの例から重要と考えられる。 

◇ ターゲット国 ： イギリス、フランス、ドイツ、ロシア、オーストラリア。 

◇ 施策アイデア ： こちらも特区がおもしろいのではないか。 

街全体をリゾート地として整備する必要があり、また、次の留意

点に記述する必要対策の実行のためにも。 

◇ 留意点 ： 日本南部島嶼のプーケット、パタヤとの平均温度差は摂氏 5 度 

程度あり、気温からみて冬季のビーチリゾートには無理があるが、

夏の欧米のバケーション対応は、気候的に可能。 当然、環境保

全や観光客季節変動への対策は必要だが、これらを前提とし。  

 

（上述内容の上に）さらに、対象旅行者への露出が重要と考える。 



◆ 対象発地国に対する露出手段・機会の改善 

この点では、以前のレストラン・メニューと同じ言語の問題が生じるが、例えばタイ・マッ

サージ教室の Facebook へのアップは（タイ語でなく）英語であった。 逆に、日本の身近

なところで着付け教室の Facebook を見る限り、日本語しかなかった。 ターゲット旅行者

に対し、届く、読んでもらえる露出が重要である。 

◇ ターゲット ： 対象発地国全て。  

◇ 施策アイデア ： 翻訳 AI の進化もあるが、通訳業における新規事業として展開す    

るのがよいと考える。 

露出にも関係するが、別途の重要な観光基盤整備課題として、通訳ガイド事業の拡大も

重要と考える。 

◆ プロフェッショナル通訳ガイド事業の拡大 

中国では通訳ガイドが、観光業成長の一大要因となっている。 中国では国家が育成を

リードしたが、経済システムの異なる日本では、絶対数不足等が要因で通訳案内士が

業務独占ではなく名称独占になったことでもあり、やはり民間主導という形での事業拡

大となるが、DMO 等による地域観光商品の造成が進めば、なおさらに、通訳ガイド事業

の拡大、充実が重要である。 

◇ ターゲット ： 対象発地国全て。 

◇ 施策アイデア ： 制度変更もあり民間での高度人材育成が必要である。 

◇ 留意点 ： 通訳案内士ヒアリングによると、やはり家計問題が大きい。 

    良質高度人材確保に向け、料金体系の見直しも必要と考える。 

 

その他としては次の内容が挙げられると考える。 

◆ ラグジュアリーホテルの世界的高評価の獲得 

中国との比較で数はさておき、顧客満足度の評価を得られていないのが現実である。 

一方で、日本のレストランは、外国人に強い印象を与え、トリップアドバイザーのレビュ

ー数が多いという事実がある。 

◆ 航空 FSC の既存アライアンスを乗り越えた個別提携による日本線のポジション維持 

スカイチームの China Southern が、ワンワールドの American と業務提携といった動き

は脅威である。 日本の FSC も日本への外国人観光者をターゲットに、よりダイナミック

な個別提携を行うべきと考える。 例えば、ロシアを含む欧州をターゲットとして。 

 

(2) 提言として 

演習の主旨ではないので詳細検証しないが、僭越ながら官の取組として私が考えうる提

言は、次の通りである。 

◆ WTA の動きを注視し迅速な対応が大切と考える。JNTO 等機関の WTA への積極的な

参画も選択肢ではないだろうか。 



◆ 航空産業に対する事業環境整備も重要である。 

もし空港環境の拡充・改善がより適切なタイミングで実現していたとしたら、現在の米系

FSC に代表される中国・韓国に対する動きも違ってきているのではないだろうか。 

◆ 中国のような年次テーマ設定によるマーケティングも一手である。  

特に、日本では DMO の草創期でもあるので、有効と考える。 

◆ （上記 「(1)」 内容と絡み） 特区指定はどうだろうか。 

◇ IR については議論がなされているが、ビーチリゾートも地域全体開発が重要であり

特区指定の上で大規模開発が必要と考える。 

また、日本の場合には気候的に通年のビーチリゾートは困難であり、この対策のた

めにもである。 

◇ メディカルツーリズムも特区で先行実施がよいのでは。 認証基準、当該ツーリスト

の健康履歴入手とフォロー・システム等々の課題が多く、未知の部分もある、まず

は、特区で集中的に実施し成功させてみてはどうか。 
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